
令和元年度美作保健所運営協議会 議事録 

                     令和元年 10月 24日（木） 

                14：30～16：00 

                      津山市総合福祉会館３会館中会議室 

＜発言概要＞ 

議事 

（１）会長、副会長の選出 

会長に山田津山市副市長、副会長に宮本津山市医師会長、大村勝田郡医師会長

が選出された。 

 

（２）美作保健所の運営について 

資料１を事務局から説明 

 

【意見交換】 

会長：ただ今説明のありました保健所の運営について、委員の皆様の御質問、御

意見をお願いします。 

 

委員：青少年のことで聞きたい。新聞報道によると全国過去最多と麻薬の未成年

者の使用のことが載っており、津山の管内で未成年者はあるのか教えてほしい。 

 

事務局：薬物乱用防止協議会で年１回情報の共有に努めている。昨年度麻薬で逮

捕された人はいるがその中に未成年はない。逮捕された人があるということは

この管内で危険はあり、未成年にまずは使わせないという啓発に努めていると

ころである。 

 

委員：老齢者問題は大変な社会問題。老人クラブ活動そのものが健康につながる

といわれている。老人クラブの活動の中で、健康や交通問題の講演をするが保健

所の人に講師を頼んだことがないが、講師をお願いしたい。 

 

事務局：感染症、アルコール、タバコ、薬物乱用など様々な出前講座があり、講

師を派遣できる。要望にあわせた事業がなければ職員が出向くこともできる。 

 

委員：災害時のことがあったが、昨年西日本の豪雨を受けて、災害時の薬の手配

が重要ということで災害薬事コーディネーターを今年度から岡山県から岡山県

薬剤師会が委託を受け、災害薬事コーディネーターの育成を始めている。３年計

画で９０名の育成予定で、来年から委嘱を受けて活動ができる。美作支部では、



２名、津山支部でも数名、研修を受けているが、全国区からみると非常に少ない。

熊本県では地震の起こる前に育成の研修をしており活動ができた。高知県、静岡

県など南海トラフ地震の甚大な影響がある都道府県しか育成ができていない。

災害時支援の研修会等でこの地域の災害薬事コーディネーターが来年以降でき

るので、なにかお手伝いできることがあれば一緒にさせていただけたらと思っ

ている。 

 

委員： 

保健医療計画について先般の調整会議で公的病院の問題もあったが、国のい

うことに従うのではなく、地域の声を上に向けて届けるべきではないか。 

健康危機管理対策に高病原性鳥インフルエンザ・口蹄疫対策とあるが、高病原

性鳥インフルエンザ対策はあるが、口蹄疫対策はしていないのではないか。 

在宅医療について全体としては理解できるが、当地域でといわれるとどうな

のか。 

子どもの心とからだの総合相談で本所と支所の開催回数に比べ相談延人数が

大差はないがなぜか。 

ひきこもりについて保健所として実態をどう把握しているのか。 

心のバリアフリーの推進の事業に関して勝英でやっているフェスタがいい取

組だと思うが、案内がここ数年来ていないように思うがやっていないのか。 

自殺問題について、岡山県に比べ保健所管内が高いのは何故か。 

結核の罹患率に関して支所が高いが原因はなにか。 

 

事務局： 

 公的病院の問題については、厚生省の分析は全国一律でこの地域の状況にあ

てはまらない。地域の人にとって公的病院がどうあったらよいのか現状を聞き

どうしていくかが今後の課題である。 

 口蹄疫に関しては人がかかるものではないので保健所が主体的に対策するも

のではない。鳥インフルエンザと併せる形で関係者と連携を図っている。 

 在宅医療に関しては都市部と中山間は異なっている。在宅療養を希望する人

は多いが自宅で亡くなった人は少ない。 

 子どもの心とからだの総合相談の相談は発達障害が中心。市町村により相談

支援体制が異なる。保健所の相談枠は本所も支所も同様に一杯である。 

 ひきこもりに関しては実態把握を直接県は行っていないが、市町村で把握し

ていることで、支援は行っている。 

 勝英でしている「元気になろうやフェスタ」のことだと思うが、継続しており

今年も開催予定である。 



 自殺に関しては、未成年より６０代以上の高齢者の自殺が多い。高齢者の自殺

の原因は病苦が多いと言われている。各市町村での自殺対策計画の策定の支援

をしている。 

結核に関しては６０～８０代の再燃の高齢者が多い。 

 

委員：災害時の支援について、真備町の時に女性部、青年部の商工会で手助けに

いき、品物は運んだ。食べるものに関して協力しようと思ったが暑い時で行きた

いけど行けなかった。何かあったときには困るので衛生面について保健所はど

ういう対策をとっているのか。 

 

事務局：炊き出し等に関して、食中毒を起こさないように、保健所でも衛生面等

の助言をしている。 

 

委員：６０代以上、病気等で自殺者が多いという説明があった。家族が狭心症で

亡くす経験をした時、死にたくても死ねなかった。病気の方だけが死ぬのではな

いことを知っておいてほしい。 

 

（３）その他 

特になし 


